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Ｒ
財
団
月
間 

平
成
24
年
11
月
29
日
（
木
） 

      

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 

会
員 

64
名 

出
席
計
算
数 60

名
中
49
名
出
席 

出
席
率
81
・
67
％ 

前
々
回
出
席
率
84
・
48
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

  
★
バ
ナ
ー
披
露 

★
日
比
野
親
睦
活
動
委
員
長 

・
家
族
忘
年
会
及
び 

新
春
夜
間
例
会
の
ご
案
内 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

指 

揮 

者 
 

 

伊
藤 
与
則 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 
 

冨
板 
玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構 

理
事
長
特
別
補
佐 

下
村 

和
生
さ
ん 

会
員
組
織
ゲ
ス
ト 

吉
田 

憲
一
さ
ん
ご
友
人 

株
式
会
社
森
島
羅
紗
店 

代
表
取
締
役 

杉
本 

忠
夫
さ
ん 

  

ビ
ジ
タ
ー 

名
古
屋
北
Ｒ
Ｃ 

 

浦
野 

三
男
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

下
村
先
生
本
日
の
卓
話
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

丹
下
富
博
さ
ん
ハ
ワ
イ
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
浦
野
先
生
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
。 

 
 

 
 

 
 

 

岩
崎 

征
一 

素
晴
ら
し
い
ハ
ワ
イ
例
会
で
し
た
。
丹

下
さ
ん
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
吉
田 

隆
彦 

丹
下
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

木
村 

光
徳 

会
長
、
幹
事
、
丹
下
さ
ん
、
前
田
さ
ん
、

近
藤
さ
ん
、
ハ
ワ
イ
例
会
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
！ 

林 
 

順
治 

ハ
ワ
イ
例
会
、
み
な
さ
ん
お
つ
か
れ
さ

ま
で
し
た
。 

 
 

 
 

春
日
井
和
良 

堀
江 

英
弥
・
渡
辺 

観
永 

ハ
ワ
イ
例
会
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

丹
下 

富
博 

ハ
ワ
イ
例
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

柴
岡 

正
将
・
大
原 

敏
正 

ハ
ワ
イ
例
会
楽
し
か
っ
た
～
。
木
村
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
ロ

ハ
～ 

 
 

 
 

 
 

 

田
崎 

雅
三 

無
事
帰
国
し
ま
し
た
。
今
日
は
麻
雀
例

会
で
す
。
お
忘
れ
な
く
。
近
藤
宏
一
郎 

木
村
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

前
田 

隆
久 

木
村
さ
ん
ハ
ワ
イ
で
は
大
変
お
世
話
に

な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

草
野 

勝
彦 

ア
ロ
ー
ハ 

ハ
ワ
イ
の
ゴ
ル
フ
例
会
で

優
勝
し
ま
し
た
。
同
伴
者
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
マ
ハ
ロ 

草
野 

勝
彦 

鬼
の
霍
乱
で
す
。
鹿
児
島
で
風
邪
を
拾

っ
て
来
ま
し
た
。 

 
 

尾
上 

 

昇 

母
に
お
悔
や
み
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

川
口 

小
折 

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 

鬼
頭 

茂
成 

        

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。 

今
日
は
、
原
子
力
安
全
機
構
の
下
村

和
生
先
生
の
卓
話
で
す
。
今
、
原
子
力

発
電
が
日
本
中
で
是
非
論
に
ま
で
遡
っ

て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
だ

け
で
政
局
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
は
殆
ど
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の

情
報
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
は
先
生

か
ら
原
子
力
の
正
確
な
、
本
当
の
話
を

お
聞
き
で
き
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

さ
て
、
先
週
の
水
曜
日
か
ら
ハ
ワ
イ

例
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
予
定
通
り

21
日
ワ
イ
キ
キ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

例
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
ワ
イ
キ
キ
Ｒ

Ｃ
の
ミ
ッ
ク
・
ミ
ニ
コ
ラ
会
長
か
ら
歓

迎
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
私
が
名
古
屋
大

須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
挨

拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
ン
バ
ー
全
員
で
歓
迎
の
歌
を
歌
っ
て

い
た
だ
い
て
、
卓
話
も
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
丹
下
富
博
さ
ん
が
運
営
さ
れ

て
い
る
、「
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
」
で
職
場
例

会
を
し
て
、
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
ホ
ノ
ル

ル
の
Ｋ
Ｚ
Ｏ
Ｏ
と
い
う
ラ
ジ
オ
局
に
、

私
と
岡
村
隆
德
幹
事
、
前
田
隆
久
社
会

奉
仕
委
員
長
、
丹
下
富
博
職
業
奉
仕
委

員
長
、
近
藤
宏
一
郎
広
報
委
員
長
の
５

人
で
伺
い
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て

１
時
間
の
番
組
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

金
曜
日
に
ハ
ワ
イ
で
放
送
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
名
古
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
活
動
や
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
広
く
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
、
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
部
会
の

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

23
日
は
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
に
渡
っ
て
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
ヒ
ロ 

ケ
ア
セ
ン
タ
で
慰

問
奉
仕
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。岡
村
幹
事
と
、

丹
下
職
業
奉
仕
委

員
長
に
計
画
し
て

い
た
だ
い
た
通
り
、

全
て
計
画
通
り
順

調
に
奉
仕
活
動
を

行
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
お
二
人

に
は
最
大
級
の
敬

意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
よ

う
な
海
外
活
動
の 
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常
と
し
て
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

私
が
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
ヒ
ロ
に
移
動
す
る

際
に
ホ
ノ
ル
ル
の
ホ
テ
ル
に
忘
れ
物
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
渡
辺
観

永
さ
ん
が
ホ
ノ
ル
ル
空
港
ま
で
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。
劇
的
な
受
け
取
り
が
出

来
ま
し
た
。
渡
辺
観
永
さ
ん
の
姿
に
阿

弥
陀
様
が
だ
ぶ
っ
て
見
え
た
こ
と
を
お

伝
え
し
ま
す
。 

 

計
画
通
り
と
い
い
ま
す
か
、
計
画
以

上
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
奉
仕
活
動
と
親
睦

が
出
来
た
こ
と
を
皆
様
に
報
告
し
て
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

卓 

話 

「
原
子
力
の
安
全
と
国
際
機
関
」 

 
 

独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤 

 
 

機
構
理
事
長
特
別
補
佐 

経
済
協
力
開
発
機
構
原
子
力
機
関

元
事
務
次
長
（
安
全
・
規
制
担
当
） 

下
村 

和
生
さ
ん 

        

は
じ
め
に 

本
日
は
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
卓
話
に
お

招
き
い
た
だ
き
、
鬼
頭
会
長
（
東
海
学

園
の
同
窓
生
）
他
、
事
務
局
の
み
な
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
青
春
期
を

過
ご
し
た
名
古
屋
は
、
い
つ
ま
で
も
懐

か
し
く
、
ま
た
想
い
出
深
い
地
で
あ
り

ま
す
。
小
生
は
、
原
子
力
の
開
発
・
安

全
、
科
学
・
技
術
行
政
な
ど
の
分
野
に

30
年
以
上
従
事
し
、
そ
の
う
ち
の
約
半

分
、
合
計
で
約
14
年
間
を
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
な
ど
の
欧
米
に

本
部
が
あ
る
国
際
機
関
な
ど
で
過
ご
し

ま
し
た
。
最
後
の
任
地
は
、
仏
国
ス
卜

ラ
ス
ブ
ー
ル
（
国
際
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
推
進
機
構 : 

２
０
０
９
年
夏
ま
で
）

で
し
た
。
昨
年
の
４
月
か
ら
現
職
に
就

き
、
国
際
機
関
等
へ
の
対
応
な
ど
、
欧

州
へ
は
年
間
に
５
６
回
程
度
の
出
張

を
し
て
お
り
ま
す
。 

本
日
は
、「
原
子
力
の
安
全
と
国
際
機

関
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
原
子
力
の

歴
史
、
国
際
的
な
動
き
・
課
題
な
ど
に

つ
き
ま
し
て
解
説
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
が
、
小
生
の
国
際
機
関
等
で
の
個

人
的
な
経
験
に
基
づ
い
た
お
話
で
す
の

で
、
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
を
代
表
し

た
お
話
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
最
初 

に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
日
は
３
つ
の
観
点
か
ら
お
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
、
原
子
力

開
発
・
利
用
の
経
緯
、
ふ
た
つ
め
は
、

国
際
枠
組
み
・
国
際
機
関
の
設
立
及
び

国
際
条
約
・
基
準
類
の
整
備
に
つ
い
て
、

最
後
に
、
原
子
力
の
安
全
に
関
す
る
国

際
的
に
合
意
さ
れ
て
い
る
基
本
原
則
・

考
え
方
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て

解
説
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

原
子
力 : 

軍
事
利
用
か
ら
平
和
利
用 

１
９
３
０
年
代
終
わ
り
に
、
ド
イ
ツ

の
科
学
者
で
あ
る
オ
ッ
ト
ー
・
ハ
ー
ン

博
士
ら
に
よ
り
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
核
分
裂

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
膨
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
原
子

爆
弾
の
可
能
性
が
持
ち
上
が
っ
た
。
米

国
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
下
の
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
計
画
に
お
い
て
、
原
子
爆
弾
を

完
成
（
１
９
４
５
年
）
し
、
広
島
及
び

長
崎
に
投
下
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
４

９
年
に
ソ
連
邦
（
当
時
）、
１
９
５
２
年

に
英
国
、
そ
の
後
、
仏
国
及
び
中
国
が

核
実
験
に
成
功
し
、
核
兵
器
開
発
の
競

争
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
国
大
統
領
は
、
１
９

５
３
年
12
月
の
国
連
総
会
の
演
説
の

中
で
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
平
和
利

用
に
資
す
る
と
し
て
「
ア
ト
ム
ズ
・
フ

ォ
ワ
・
ピ
ー
ス
」
政
策
を
提
唱
。
１
９

５
５
年
に
は
、
原
子
力
の
平
和
利
用
の

た
め
の
原
子
力
研
究
・
開
発
情
報
の
公

開
の
た
め
の
会
議
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
て

開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
へ
は
、
世
界
各

国
か
ら
約
１
，
７
０
０
名
余
り
が
参
加

し
、
米
・
ソ
・
英
・
仏
・
加
な
ど
の
先

進
諸
国
は
従
来
機
密
に
し
て
い
た
原
子

炉
計
画
な
ど
を
発
表
し
た
。
日
本
か
ら

は
、国
会
代
表
団
と
し
て
中
曽
根
康
弘
、

志
村
茂
治
、
前
田
正
男
、
松
前
重
義
の

４
人
の
議
員
も
参
加
し
た
。
こ
の
後
、

超
党
派
で
、
国
を
挙
げ
た
原
子
力
推
進

方
針
が
形
成
さ
れ
、
原
子
力
基
本
法
な

ど
の
成
立
、
原
子
力
委
員
会
の
設
置
等

が
進
め
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
当

時
の
東
西
冷
戦
の
深
刻
化
の
中
、
軍
事

利
用
（
核
兵
器
に
加
え
て
、
原
子
力
潜

水
艦
、
空
母
も
）
に
お
け
る
競
争
の
激

化
と
と
も
に
、
原
子
力
発
電
な
ど
の
平

和
利
用
に
関
す
る
国
際
競
争
も
始
ま
っ

た
。
同
時
に
、
更
な
る
核
不
拡
散
へ
の

懸
念
、安
全
確
保
の
必
要
性
に
関
し
て
、

国
際
機
関
、
国
際
条
約
等
の
枠
組
み
の

設
立
が
叫
ば
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
国
際
条

約
・
決
議
な
ど
が
締
結
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。 

（
続
き
は
次
号
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。） 

  

バ
ナ
ー
披
露 

 
 

 
 

神
田 

 

憲 

・ 

サ
ン
ホ
セ
Ｒ
Ｃ
／
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア 

      

 

 

         

         

12
月
13
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

12
月
20
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日  

18
時
よ
り
受
付 

家
族
忘
年
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル  

  

広
報
委
員
会 

近
藤
宏
一
郎
・
林 

 

富
徳 

杉
浦 

令
淑
・
青
木 

靖
高 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た 

 

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

平成24 年          

11 月29 日（木） 

 於 マージャンサロン東天光  

第18 回例会優勝者 

荻 巣 賢 二さん 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

麻雀同好会は入会金はありません。 

当日参加料７,000 円です。   

ただいま新会員募集中です。是非ご入会の

ほど宜しくお願い致します！ 


